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足
掛
け
5
年
に
亘
る
活
動
の
成
果 

は
、
表
①
に
示
す
と
お
り
「
お
で
か
け

健
康
法
」
の
推
進
責
任
者
で
同
時
に
自

ら
も
実
践
者
で
も
あ
る
歴
代
健
康
部

長
・
副
部
長
6
名
が
、
一
人
あ
た
り
年

間
医
療
費
の
大
幅
削
減
を
実
現
し
、

「
お
で
か
け
健
康
法
」
が
健
康
寿
命
延

伸
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
実

証
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

表
①
は
、
実
践
者
6
名
の
平
成
26
年 

度
～
29
年
度
に
お
け
る
年
度
別
総
医

療
費
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。 

表
②
は
、
数
字
の
差
異
・
傾
向
を
よ 

り
分
か
り
易
く
す
る
た
め
に
棒
グ
ラ

フ
に
変
換
し
て
表
示
し
た
も
の
で
す
。 

6
名
の
29
年
度
一
人
当
た
り
総
医 

療
費
は1

3
4

,0
4

0

円
で
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
約
3
分
の
１
、
後
期
高
齢

者
に
至
っ
て
は
6
分
の
1
以
下
と
年

間
医
療
費
に
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ

ま
す
。 

 

椿
台
長
寿
会 

 

会
長 

中
戸 

資
祝 

椿
台
は
、
平
群
町
の
北
西
部
の
小
高
い

丘
に
位
置
し
、
移
動
に
は
体
力
を
要
し

て
い
ま
す
。
住
宅
団
地
と
し
て
開
発
当

初
か
ら
50
年
が
経
ち
介
護
者
が
増
え

て
施
設
入
所
者
や
転
出
者
が
増
え
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
日
頃
の

長
寿
会
の
活
動
や
集
い
に
参
加
し
た

り
、
少
し
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
椿

台
会
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
た 

り
し
て
、
健
康
長
寿
に
努
め
て
い
ま
す
。 

                          

更
に
注
目
す
べ
き
は
、
6
名
の
一
人 

当
た
り
年
間
医
療
費
は
毎
年
漸
減
し
、

こ
の
4
年
間
で
30

%
も
減
少
し
て
い

る
の
に
反
し
、
国
保
・
後
期
加
入
者
の

一
人
当
た
り
医
療
費
は
毎
年
漸
増
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

デ
ー
タ
的
に
は
対
象
者
は
小
人
数
で

は
あ
り
ま
す
が
、
6
名
の
歴
代
健
康
部

長
・
副
部
長
が
身
を
も
っ
て
実
証
さ
れ

た
「
お
で
か
け
健
康
法
」
の
効
用
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
い
て
、
皆
様
方
に
も

健
康
長
寿
を
自
分
の
も
の
と
し
て
、
ま

た
医
療
費
の
削
減
の
た
め
に
も
積
極
的

に
「
活
動
量
計
」
を
活
用
し
て
「
お
で

か
け
健
康
法
」
を
実
践
・
挑
戦
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
活
動
量
計
」
は
奈
良
県
が
王
寺
健
康

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。 

  

椿
台
会
館
で
は
、
毎
週
百
歳
体
操
や
月

２
回
の
太
極
拳
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を

や
っ
て
最
後
は
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら

井
戸
端
会
議
な
ど
で
賑
や
か
に
や
っ
て

い
ま
す
。
第
４
月
曜
日
に
は
「
お
楽
し

み
会
」
で
長
寿
会
本
部
の
報
告
な
ど
を

行
い
、
午
後
は
カ
ラ
オ
ケ
、
麻
雀
な
ど
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
「
か
し
の
き
荘
」
で
の
月

例
会
で
も
報
告
・
連
絡
事
項
の
後
、
余
興

な
ど
を
行
い
有
意
義
に
や
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
毎
月
椿
台
長
寿
会
独
自
の
会

報
を
作
成
し
て
「
ふ
れ
あ
い
新
聞
」
と

一
緒
に
、
会
員
162
名
全
会
員
に
分
担
し 

 て
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

春
・
夏
・
秋
に
は
折
に
触
れ
て
地
域

内
の
公
園
や
外
周
道
路
の
草
刈
り
、
清

掃
活
動
を
行
う
ほ
か
、
地
元
の
納
涼
大

会,

、
地
蔵
盆
な
ど
の
行
事
に
も
積
極
的

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
椿
台
長

寿
会
独
自
で
工
場
見
学
な
ど
の
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
が
多
数
の

応
募
者
が
あ
り
嬉
し
い
限
り
で
す
。 

 

椿
台
長
寿
会
の
会
員
数
は
、
町
内
最

大
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
対
象
者

数
の
ほ
ぼ
３
分
の
一
し
か
入
会
し
て
い
な

い
加
入
率
で
は
、
ま
だ
ま
だ
努
力
及
ば

ず
を
痛
感
し
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
マ
ジ
ッ
ク
」
敬
老
会
に
出
演 

伝

伝
承
交
流
活
動
部
長 

岡
本
美
智
子 

平
群
町
・
平
群
町
婦
人
会
共
催
に
よ

る
平
成
３０
年
度
『
敬
老
会
』
が
9
月
8

日
（
土
）
9
時
か
ら
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
300
余
名
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
式
典
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

中
で
今
年
は
長
寿
会
連
合
会
よ
り
、
伝

承
交
流
活
動
部
手
品
研
究
ク
ラ
ブ
が
出

演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
20
年
の

歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
町
の
式
典

へ
の
出
演
は
初
め
て
で
部
員
一
同
大
き

な
期
待
と
緊
張
の
中
で
の
参
加
で
し
た
。

本
番
で
は
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に

緞
帳
が
ゆ
っ
く
り
と
上
が
り
、
客
席
の

人
々
の
姿
に
一
層
の
緊
張
が
走
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
出
演
者
全
員
は
順
次
懸

命
に
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
会
場
か
ら
の
温
か
い
拍
手
に

感
動
が
胸
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
改
め

て
よ
り
一
層
研
鑽
し
て
頑
張
ろ
う
と
…
。

ご
声
援
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

長
寿
会
の
皆
様
方
に
は
「
一
笑
一
若
」、

ひ
と
つ
笑
っ
て
ひ
と
つ
若
返
る
。
い
つ

ま
で
も
心
身
共
に
健
康
で
過
ご
さ
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。
出

演
に
あ
た
っ
て
は
連
合
会
本
部
の
役
員
、

理
事
の
方
々
の
お
力
添
え
も
あ
っ
て
、

大
勢
の
皆
さ
ま
に
マ
ジ
ッ
ク
（
手
品
）

を
見
て
い
た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
、
第
一
・ 

第
三
、
木
曜
日
10
時
か
ら
「
か
し
の
き

荘
」
で
部
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
覗
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
部

員
一
同
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

             

 
 

 
 

 
 

    

          

外
に
喫
煙
場
所
の
設
置
や
一
定
面
積 

以
上
の
喫
煙
は
認
め
ら
れ
る
が
、
東
京 

都
は
一
切
認
め
て
い
な
い
と
い
う
◇ 

他
の
自
治
体
で
も
国
よ
り
も
厳
し
い 

規
制
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
動
き
が 

あ
る
。
国
際
的
に
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健 

機
構
）
の
基
準
で
も
最
低
レ
ベ
ル
と
い 

わ
れ
る
◇
規
制
が
弱
め
ら
れ
た
背
景 

に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ 

る
が
、
◇
少
な
く
と
も
、
喫
煙
者
は
法
律 

の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
健
康
づ
く
り
に 

努
め
る
多
く
の
吸
わ
な
い
人
は
「
人
の 

吸
っ
た
煙
は
吸
わ
さ
れ
た
く
な
い
」
と
い
う 

強
い
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
決 

し
て
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。 

 

衝
撃
の
好
結
果
実
証 

歴
代
健
康
部
長
の
執
念
「
お
で
か
け
健
康
法
」
実
践 

医
療
費
大
幅
削
減
の
可
能
性
実
証 

 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会
会
長 

岡 

嘉
道 

 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会
健
康
部
で
は
、
平
群
町
が
掲
げ
る
「
健
康
長
寿
奈
良
県 

一
位
」
を
達
成
す
る
た
め
、
最
も
効
果
的
で
取
り
組
み
や
す
い
手
法
「
お
で
か
け 

健
康
法
」
｛
奈
良
県
が
推
奨
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
室
長
青
柳
幸
利
医 

学
博
士
提
唱
｝
を
長
寿
会
に
導
入
・
実
践
す
る
こ
と
を
決
め
、
平
成
26
年
度
か
ら 

健
康
部
挙
げ
て
、
そ
の
普
及
・
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
次
に
、
取
組
実 

態
や
そ
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 

春
日
丘
長
寿
会 

大
村 

三
郎  

8
月
18
日
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策 

を
強
化
す
る
「
健
康
増
進
法
」
の 

一
部
改
正
が
成
立
し
た
◇
オ
リ
ン 

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催 

直
前
の

2020
年
4
月
か
ら
全
面
施
行 

さ
れ
る
◇
事
務
所
や
飲
食
店
な
ど
多
く 

 

の
人
が
出
入
り
す
る
施
設
は
、
既
に
実 

 

施
中
の
所
も
多
い
が
、
屋
内
は
禁
煙
。 

 

学
校
、
病
院
、
行
政
機
関
は
敷
地
内
禁

煙
と
す
る
な
ど
受
動
喫
煙
対
策
は
一
歩 

 

前
進
す
る
が
、
例
外
を
認
め
る
ケ
ー
ス

が
多
く
抜
け
穴
が
多
い
と
い
わ
れ
る
◇

6
月
に
成
立
し
た
東
京
都
の
受
動
喫
煙

防
止
条
例
と
比
べ
て
も
甘
さ
が
指
摘
さ

れ
る
。
一
例
で
は
、
事
務
所
な
ど
は
室 

甘口辛口 
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優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞 

月 げ
つ

寿
会

じ
ゅ
か
い

（
月
見
台
長
寿
会
） 

会
長 

 

扇
田 

節
子 

9
月
13
日
奈
良
県
庁
に
お
い
て
奈
良 

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
中
西
会
長
か 

ら
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
県
下
22 

団
体
と
一
緒
に
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。 

当 

月
見
台
長
寿
会
（
月
寿
会
と
い
う
） 

は
、
平
成
16
年
当
時
は
高
齢
者
が
少
な 

い
中
で
し
た
が
僅
か
7
名
で
新
し
く 

長
寿
会
を
設
立
し
て
早
速
連
合
会
に 

加
入
い
た
し
ま
し
た
。 

設
立
以
来
、
主
な
活
動
と
し
て
、
秋
に 

地
域
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
、
随
時 

食
事
会
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
当
時 

は
小
人
数
だ
っ
た
の
で
車
に
分
乗
し 

て
名
所
旧
跡
を
訪
れ
た
り
秋
の
紅
葉 

見
物
に
出
か
け
た
り
し
て
親
睦
を
深 

め
ま
し
た
。
そ
の
他
、
毎
月
の
例
会
を 

実
施
し
て
本
部
の
連
絡
事
項
の
報
告 

な
ど
の
ほ
か
、
会
員
間
の
連
帯
感
の
高 

揚
と
意
思
疎
通
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

地
域
の
学
童
も
増
加
し
て
き
た
の
で 

3
年
前
か
ら
小
学
校
下
校
時
の
見
守 

り
活
動
を
毎
日
分
担
し
て
行
う
よ
う 

に
な
り
、
保
護
者
な
ど
か
ら
安
心
、
安 

全
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ 

の
他
に
も
、
自
治
会
と
の
連
携
で
自
主 

防
災
組
織
編
成
に
際
し
一
端
を
担
う 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

受
賞
に
は
、
こ
れ
ら
の
日
頃
の
活
動 

状
況
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
自
治
会
、
子
供
会
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
受
賞
の
名
に
恥
じ
な
い

よ
う
会
員
一
同
結
束
し
て
頑
張
っ
て
ま 

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
91
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

 
 
 

椿
井
城
跡
を
歩
く 

  
 

副
会
長
・
健
康
部
長 

難
波 

尊
志 

7
月
24
日
（
火
）
猛
暑
の
中
、
ガ
イ 

ド
さ
ん
二
人
を
含
め
て
15
人
が
プ
リ 

ズ
ム
に
集
合
し
、
準
備
体
操
の
後
、
椿 

井
城
跡
に
向
け
て
出
発
。
上
流
か
ら
僅 

か
な
涼
風
の
中
、
協
和
橋
を
渡
り
椿
井 

井
戸
登
城
口
に
向
か
う
。
ガ
イ
ド
さ
ん 

か
ら
椿
井
西
入
り
口
に
座
す
椿
井
線 

刻
石
仏
（
鎌
倉
時
代
）
の
説
明
を
受
け 

る
。
椿
井
の
集
落
道
を
進
み
、
椿
井
井 

戸
に
到
達
、
井
戸
の
説
明
を
受
け
登
城 

口
に
至
る
。
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
後
、
山 

道
左
側
に
開
口
を
南
に
向
け
た
宮
裏 

山
古
墳
が
あ
る
。
両
袖
式
の
横
穴
式
石 

室
を
持
つ
直
径
15
ｍ
の
円
墳
で
あ
る 

が
、
石
室
は
一
部
天
井
石
が
落
込
み
盛 

り
土
が
留
ま
り
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。 

椿
井
城
跡
に
向
け
や
や
急
坂
道
を
20

分
ほ
ど
歩
き
南
第
1
槨
の
土
橋
に
着
く
。

暫
し
休
憩
後
、
傾
斜
の
や
や
き
つ
い
堀

切
を
渡
り
南
第
2
槨
の
中
心
部
手
前
の

一
段
高
く
盛
ら
れ
た
土
塁
に
出
る
。
少

し
下
っ
て
南
第
2
槨
の
中
心
部
に
出
て

東
部
に
あ
る
石
積
み
の
説
明
を
受
け
る
。

椿
井
城
の
築
造
期
は
出
土
の
土
師
器
皿
、

平
瓦
の
破
片
な
ど
か
ら
16
世
紀
以
降
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
暫
し
休
憩
。 

遠
方
の
信
貴
山
、
生
駒
山
、
眼
下
の

平
群
谷
を
眺
め
な
が
ら
談
笑
す
る
。
調

査
中
の
主
槨
が
あ
る
北
槨
の
見
学
を
楽

し
み
に
春
日
神
社
登
城
口
に
向
け
て
下

山
。
春
日
神
社
境
内
の
宮
座
小
屋
で
沿

革
等
の
説
明
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
プ

リ
ズ
ム
に
向
か
い
12
時
頃
全
員
無
事
に

到
着
。
整
理
体
操
後
解
散
し
た
。
ガ
イ

ド
の
山
西
さ
ん
、
北
谷
さ
ん
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

  

 

木
津
節
子
さ
ん
優
勝 

第
7
回
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

秋
雨
前
線
の
合
間
の
9
月
6
日
、
シ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
田
辺
幸
雄
代
表
）

は
、
第
7
回
エ
キ
ス
ト
ラ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
た
。
参
加
者
20
人
（
女
性
2
人
、

男
性
18
人
）
が
残
暑
の
中
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
制
で
会
長
杯
を
競
っ
た
。
ゴ

ル
フ
場
は
、
初
め
て
の
名
張
市
の
グ
リ

ー
ン
ハ
イ
ラ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
あ
る
。 

優
勝
は
木
津
節
子
さ
ん
（
初
香
台
）
、

準
優
勝
は
三
宅
喜
子
さ
ん
（
椿
井
）
で
、

参
加
者
20
人
中
2
人
参
加
の
女
性
が

上
位
を
独
占
し
た
。 

今
、
安
倍
政
権
は
女
性
の
地
位
向
上

を
目
指
し
「
女
性
の
輝
く
社
会
」
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
は
一
足
先
に
女
性
の
輝
く
社
会

が
実
現
し
た
。 

お
二
人
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

【
木
津
節
子
さ
ん
の
喜
び
の
言
葉
】 

「
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、

と
、
い
ろ
い
ろ
し
て
き
ま
し
た
が
、
60
歳

か
ら
始
め
た
ゴ
ル
フ
が
今
で
は
一
番
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
よ
う
に
優

勝
で
き
た
の
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
皆
さ

ん
の
お
蔭
で
す
。
楽
し
い
1
日
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」 

 

プ
レ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
木
津

輝
雄
幹
事
（
初
香
台
）
の
司
会
で
始
ま

っ
た
。
田
辺
代
表
の
挨
拶
の
後
、
団
ら

ん
の
中
で
交
流
と
親
睦
を
深
め
、
最
後

に
司
会
者
か
ら
成
績
が
発
表
さ
れ
た
。

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。 

 

（
薮
内
） 

  

優 

勝 
 

木
津 

節
子
（
初
香
台
） 

 

準
優
勝 

 

三
宅 

喜
子
（
椿 

井
） 

 

三
位
賞 

 

木
津 

輝
雄
（
初
香
台
） 

（
ベ
ス
ト
レ
デ
ィ
ス
賞
） 

木
津 

節
子
（
初
香
台
） 

（
飛
び
賞
） 

 
 

 
 

 
 

中
村 

雅
英
（
菊
美
台
） 

木
村 

千
秋
（
三 

里
） 

浅
田 

博
三
（
椿 

台
） 

薮
内 

英
輔
（
上
庄
台
） 

（
ニ
ア
ピ
ン
賞
） 吉

田 

一
雄
（
椣
原
） 

辻
子 

嘉
昭
（
上
庄
台
） 

辻
子 

嘉
昭
（
上
庄
台
） 

 

                   

川
柳
ク
ラ
ブ 

 
 

今
月
の
題
詠
は
「
演
じ
る
」 

 

不
思
議
で
す
か
ら
く
り
人
形
歩
き
出
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
前 

敏
子 

カ
ラ
オ
ケ
は
自
分
が
主
役
の
演
舞
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

薮
内 

照
香 

連
覇
羽
生
輝
く
国
民
栄
誉
賞 

 
 

 

山
田 

謙
造 

 

秋
空
を
雲
が
演
じ
る
無
言
劇 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
田 

悦
栄 

食
レ
ポ
の
お
い
し
さ
決
め
る
笑
顔
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
部 

裕
子 

演
じ
て
る
つ
も
り
が
い
つ
か
真
実
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
戸
美
恵
子 

鏡
見
て
つ
く
り
笑
い
で
元
気
だ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
萩 

力 

演
ず
れ
ば
主
の
気
持
ち
良
く
解
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

難
波 

尊
志 

い
ぶ
し
銀
名
脇
役
の
演
技
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

ヘ
ボ
雀
士
落
語
も
ど
き
の
口
で
打
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
井 

友
博 

人
生
は
役
者
ぞ
ろ
い
の
物
語 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

徳
原 

友
子 

お
笑
い
も
演
技
下
手
だ
と
笑
え
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

濵
崎 

晴
美 

生
き
ざ
ま
を
演
じ
徹
し
て
も
う
八
十
路 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井 

信
夫 

演
じ
て
も
す
ぐ
に
見
破
る
妻
の
勘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
田 
利
治 

場
を
沸
か
す
二
人
羽
織
の
演
じ
る
手 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
崎
多
喜
代 

 

ヒ
ス
女
房
昔
は
淑
や
か
演
じ
て
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
近 

育
子 

演
技
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
も
ら
い
泣
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
橋 

秀
尹 

   
 

 

短
歌
ク
ラ
ブ(

順
不
同)

 

 

ド
ク
ド
ク
と
心
臓
の
鼓
動
休
み
な
く
八

十
路
半
ば
の
我
を
励
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
住 

潤
子 

新
し
き
家
建
て
る
音
ひ
び
き
き
て
過
疎

の
町
に
も
活
気
み
な
ぎ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
木 

宗
信 

甲
子
園
吹
き
出
す
汗
の
あ
の
投
手
若
く

逝
き
に
し
弟
に
似
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芝
田
ユ
ク
子 

は
や
三
年
独
り
と
な
り
し
生
活
に
活
気

を
出
せ
と
己
は
げ
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

花
岡 

安
子 

猛
暑
来
て
七
月
生
ま
れ
の
夏
男
平
常
心

に
て
や
り
過
ご
し
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
田 

悦
榮 

こ
の
夏
越
お
ぼ
つ
か
な
き
や
た
ど
た
ど

と
熱
中
症
の
吾
ま
だ
生
き
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
田
美
代
子 

小
六
の
卒
業
写
真
七
十
年
た
ち
国
防
色

と
ふ
セ
ピ
ヤ
色
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

宿
坊
の
朝
の
勤
め
に
誘
い
受
け
行
け
ず

今
更
悔
や
み
て
お
り
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
川 

友
子 

忘
れ
ず
に
今
年
も
来
た
ね
暑
い
夏
夏
な

れ
ば
こ
そ
野
菜
の
宝
庫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
東 

隆
子 

熱
中
症
を
恐
れ
籠
れ
ば
た
ち
ま
ち
に
庭

に
伸
び
立
つ
エ
ノ
コ
ロ
草
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

通
惠 

     

 

俳
句
ク
ラ
ブ 

か
し
の
木
句
会(

順
不
同) 

 

今
月
の
課
題
は
「
秋
茄
子
」
「
深
」 

及
び
当
季
自
由
句
で
す
。 

 何
秘
め
て
庭
の
木
賊
は
天
を
突
く 

吉
田 

悦
榮 

 
 

父
の
忌
も
母
の
忌
も
菊
真
盛
り 

野
木 

宗
信 

 
 

跳
人
の
鈴
拾
ひ
て
幸
を
拾
ひ
け
り 

岡
本 

豊
子 

 
 

秋
茄
子
や
乾
い
た
空
に
生
駒
山 

三
船 

忠
志 

 
 

物
忘
れ
人
に
は
告
げ
ず
老
い
の
秋 

宮
本 

洋
子 

 
 

滝
壺
の
人
寄
せ
つ
け
ぬ
深
さ
な
る 

岩
城
か
ず
こ 

 
 

閉
切
っ
て
台
風
の
夜
の
深
々
と 

乾 

フ
ジ
子 

 
 

転
読
の
寂
ま
さ
り
く
る
施
餓
鬼
か
な 

澤
波
百
合
子 

 
 

待
受
の
あ
い
つ
を
削
除
秋
の
雷 

中
川 

克
己 

 
 

野
球
帽
飛
ば
し
て
汗
の
ス
ト
ラ
イ
ク 

江
崎 

俊
夫 

 
   

お
く
や
み 

 
 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

 

平
成
30
年
８
月
20
日 

か
ら
９
月
19
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
り 

致
し
ま
す
。 

 

蛯
原 

宗
良
様(

80)
 
 

初
香
台
地
区 

 
 

馬
場 

幸
子
様(

94)
  

春
日
丘
地
区 

 
 

高
橋 

容
子
様(

90)
  

五
月
台
地
区 

 
 

丸
井 

百
合
子
様(

81)
 

若
井 

地
区 

 
 

西
脇 

幸
子
様(

８７)
 

 

吉
新 

地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
93
回
 

10
月
23
日
（
火
） 

・
中
央
公
民
館 

9
：
30 

・
上
山
古
墳
、
平
群
神
社
（
午
前
中
） 

約
5.5
㎞ 

※
飲
物
、
「
手
帳
」
、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

 

お
詫
び
と
訂
正 

編
集
部 

9
月
号
「
甘
口
辛
口
」 

・
前
か
ら
9
行
目 

誤 
 

半
面 

正 
 

反
面 

・
末
尾
か
ら
3
行
目 

誤 
 

健
老 

正 
 

賢
老 

椿
台
長
寿
会 

濵
﨑 
晴
美  

平
等
寺
長
寿
会 

堀
川
キ
ヌ
ヱ  

椿
台
長
寿
会 

 

濵
﨑 

晴
美 


